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研 究 概 要

I. 呼吸器外科

研究の柱は，胸腔鏡手術を中心とした低侵襲手術

による呼吸器外科手術の適応拡大，肺癌に対する病

態の把握と適切な外科手術法の選択，胸腺腫を中心

とした縦隔疾患に対する手術法の改良，Narrow
 

Band Imagingなどの新しい診療技術の臨床応用な

どからなる。

① 胸腔鏡手術による呼吸器外科手術の適応拡大

胸腔鏡手術は侵襲が小さいことから，従来の開胸

手術と比較して術後のQOLが良好であるうえ，従

来の手術適応の拡大が期待できる。我々はよりリス

クの高い疾患や病態に対して胸腔鏡手術の適応拡大

を図っている。

② 肺癌に対する病態の把握と適切な外科手術法

の選択

肺癌のうち腺癌は病態が多様であり，適切な手術

法に検討が必要である。我々はこれらの基礎的検討

に基づき，胸腔鏡手術を応用することにより，適切

な手術法の確立と成績改善を目指している。

③ 縦隔疾患に対する手術法の改良

縦隔は解剖学的に深部にあり，アプローチの良好

な胸腔鏡手術の良い適応と考えられるが，未だ知見

の集積が不十分である。我々は胸腔鏡手術を改良し，

胸腺腫を中心とした疾患に対して本手術を応用する

臨床研究を開始した。

④ 新しい技術の臨床応用

Narrow Band Imagingは特殊な可視光線により

臓器表層の悪性所見の診断が行える可能性がある。

我々は本法を胸腔鏡を通して胸腔内腫瘍に応用し，

診断の可能性を検討している。

このほかロボットの臨床応用についての知見を集

積している。

II. 乳腺内分泌外科

A.マイクロアレー遺伝子解析を用いた抗がん

剤感受性判定

癌の治療には現在手術，放射斜線治療と抗癌剤治

療があるが，その中で抗癌剤治療は個々の癌によっ

て効果に差があり副作用が効果を上回ることにもな

りかねない症例も存在する。このためその癌に効果

のある抗癌剤を選択するために抗がん剤の感受性に

関与する遺伝子を癌から抽出しDNA chipsを用い

てマイクロアレーを解析することにより各生体・細

胞に効く薬を判定することを他施設と共同で研究中

である。

B.乳癌手術におけるセンチネルリンパ節郭清の

有用性

手術負担を軽減する目的にて，センチネルリンパ

節郭清は欧米では日常的に行われおり，本邦でも標

準的術式となってきている。しかし，術前化学療法

によるセンチネルリンパ節生検への影響については

いまだに検討の余地があり，当院では更にこの影響

につき臨床研究を進めている。

C.アロマターゼ阻害薬による骨塩減少作用に対

する至適治療法の臨床研究

ホルモン陽性乳癌における術後内分泌治療は必至

といってよいほど予後を改善してきた。しかしこの

治療法により想定される骨折等の副作用に対し最良

の予防，治療法はまだ確立されておらずこれを解明

すべく臨床研究を計画している。

D.乳癌の術前化学療法（臨床腫瘍部との共同研

究）

乳癌の術前化学療法により，生存率の向上と乳房

温存率の向上を目指し，至適用法を検討している。

E.再発乳癌に対する内分泌治療の効果の検討

近年ホルモン受容体陽性の乳癌に対し，さまざま

な内分泌治療薬が開発されており，その使い方，効

果に関し検討が必要である。当院では様々な内分泌

治療薬について再発乳がん患者を対象に，それらの

効果を臨床研究中である。

「点検・評価」

呼吸器外科では胸腔鏡手術を中心とした手術方針

が確立し，手術症例数も大幅に増加した。手術の内

容は教育・研究施設にふさわしく多岐な疾患に及び，

適応は標準的な手術から他の施設では手術を行えな

い高リスク症例にまで広がっている。

これらの手術は極めて安全に行われており，その

背景因子の解析を進めている。数々の臨床研究を施

行または準備中であり，これらの進行により胸腔鏡
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手術を中心とした新しい呼吸器外科学大系の構築を

目指している。
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IV. 著 書

1) 内田 賢．3.3乳管造影および乳管内視鏡．稲治英

生，平岡真寛，黒住昌史，伊藤良則編．乳腺疾患の臨床．

東京:金原出版，2006.

2) 内田 賢．乳房腫瘍:悪性腫瘍．石塚文平，金山尚

裕，鈴木秋悦，安田 允編．新撰産婦人科診療:new
 

consensus．大阪:永井書店，2006．p.139-42.

3) 田部井功．【重症患者と栄養管理Q&A ICUに

NSTがやってきた】栄養管理の実際 Immunonutri-

tionにはどんなものがあるの 救急・集中治療 (18

巻11-12号)．東京:総合医学社，2006.p.1479-85.

V. そ の 他

1) 松平秀樹，矢部三男，尾高 真，佐藤修二，森川利

昭．胸腔鏡手術におけるNarrow Band Imaging

(NBI）システムの有用性の検討．第19回日本内視鏡外

科学会．京都，12月．

2) 吉田和彦．内視鏡手術の健全な発展を目指して―青

戸病院事件を越えて―．臨床外科共同研究会内視鏡外

科分科会．大阪，9月．

3) 尾高 真，前田剛志，金子健二郎，矢部三男，松平

秀樹，佐藤修二，森川利昭．胸腺腫に対する胸腔鏡下胸

腺摘出術．第19回日本内視鏡外科学会総会．京都，12

月．

4) 武山 浩，田部井功，京田茂也，山下晃徳，内田 賢，

森川利昭．原発性副甲状腺機能亢進症 (1-HPT）にお

ける，術前超音波検査と術中99mTc-MIBIを組み合

わせて使用した小切開副甲状腺摘出術の適応．第39回

日本甲状腺外科学会．東京，10月．

5) 矢部三男，稲垣卓也，松平秀樹，山 誠，朝倉 純，

平野 純，尾高 真，佐藤修二，秋葉直志，森川利昭．

高度肺気腫を背景にした気胸に対する胸腔鏡手術．第

72回慈大呼吸疾研会．東京，3月．
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